
　

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸

付
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
収
入

が
減
っ
た
方
に
、
無
利
子
無

担
保
で
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
を
窓
口

に
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
貸

付
を
す
る
制
度

で
す
。
月
額
２
０
万
円
ま
で
、

最
大
で
１
４
０
万
円
（
単
身

１
１
０
万
円
）
ま
で
貸
付
が

可
能
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
貸
付
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
、
県
社
協

が
審
査
し
ま
す
。
し
か
し
、

申
請
数
に
対
す
る
貸
付
率
が

全
国
で
も
ワ
ー
ス
ト
２
で
あ

る
こ
と
が
、「
全
国
生
活
と
健

康
を
守
る
会
」
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
金
の
原
資
は
、
全

て
国
と
県
の
公
費
で
す
。
居

住
地
域
に
よ
り
借
り
易
さ
が

違
う
の
は
問
題
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
県
社
協
は
特

例
措
置
以
前
か
ら
、
生
活

福
祉
資
金
に
つ
い
て
、
貸

さ
な
い
理
由
を
本
人
に
も

説
明
し
ま
せ
ん
。「
こ
れ
で
は
、

公
平
な
貸
し
付
け
が
さ
れ
て

い
る
か
、
議
論
で
き
な
い
」

と
強
く
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
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扶
川
敦
無
料
生
活
相
談
所

何
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

扶
川
携
帯 

〇
九
〇
（
一
五
七
〇
）
二
〇
四
五

中
古
家
電
・
家
具
等
販
売　

引
っ
越
し
・
片

付
け
等･･

何
で
も
格
安
親
切
な
便
利
屋
！

Ｔ
Ｓ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

性
風
俗
店
で
の
発
生
を
予
見

検
査
拡
大
に
結
び
つ
け
る　

　

感
染
第
二
波
は
、
東
京
等
大
都

市
の
「
夜
の
街
」
が
発
生
源
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
６
月
12

日
の
委
員
会
で
、
県
下
に
２
０
０

以
上
あ
る
性
風
俗
業
者
に
は
、
社

交
飲
食
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
な
く
、
県
知
事
部
局
内
に
は
担

当
す
る
部
署
さ
え
な
い
と
指
摘

し
、指
導
も
支
援
も
対
象
外
で
は
、

こ
こ
が
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
源
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
実
際
に
、
６
月
26
日
、

徳
島
市
内
の
性
風
俗
店
で
働
く
女

性
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
従
業
員
や
連
絡
が
取
れ
た
客

　

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時

期
を
迎
え
、
国
の
方
針
に
沿
い
、

漸よ
う
やく

11
月
か
ら
、
県
下
２
５
６

の
医
療
機
関
が
診
療
と
検
体
採
取

を
行
う
体
制
が
取
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
際
、
医
療
機
関
が
感
染
防

止
対
策
を
と
る
為
の
助
成
制
度

は
、
既
に
あ
り
ま
す
が
、
発
熱
者

の
動
線
分
離
等
、
施
設
の
大
幅
改

修
に
は
不
十
分
な
額
だ
と
、
県
保

険
医
協
会
で
伺
い
、
委
員
会
で
、

充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。

は
全
員
陰
性
で
し
た
が
、
客
の
う

ち
21
人
は
、現
在
も
行
先
不
明
で
す
。

　

私
は
、
市
内
の
性
風
俗
業
に
つ

い
て
全
従
業
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
政
検
査
と
し
て
無
料
で
行
う
よ

う
提
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専

門
家
会
議
の
議
論
を
経
て
、
７
月

23
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
匿
名
で

無
料
検
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
56

名
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸

い
、
結
果
は
全
て
陰
性
で
し
た
。

感
染
公
表
の
一
貫
性
の
無

さ
を
批
判
、
公
表
ル
ー
ル

等
を
定
め
た
条
例
制
定
へ

　

私
は
、
従
業
員
が
感
染
し
た
当

該
性
風
俗
店
の
店
名
を
公
表
し
客

に
警
告
を
発
せ
よ
と
求
め
ま
し
た

が
、
県
は
「
店
の
同
意
を
得
ら
れ

な
い
」
と
拒
否
。
私
は
、
条
例
制

定
も
含
め
て
県
の
権
限
を
強
化
す

べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

性
風
俗
店
と
は
対
照
的
に
、「
店

名
を
出
さ
な
い
で
」
と
県
に
繰
り

返
し
頼
ん
だ
の
に
、
店
名
を
公
表

さ
れ
た
藍
住
の
ラ
ー
メ
ン
店
か
ら

も
お
話
を
伺
い
、
県
の
対
応
の
ず

さ
ん
さ
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
「
感
染
情
報
公
開
に
一
貫
性
が

無
い
」
と
批
判
が
高
ま
る
中
、
県

は
９
月
議
会
に
、
公
表
ル
ー
ル
等

を
定
め
た
「
徳
島
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」を
提
案
し
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

　

私
は
条
例
案
へ
の
質
疑
で
、
業

界
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
な

い
性
風
俗
に
も
、
店
舗
毎
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
を
求
め
て
、
同
条

例
を
適
用
す
る
方
針
を
、
県
に
確

認
し
ま
し
た
。
但
し
、
社
交
飲
食

の
よ
う
な
、
補
助
金
に
よ
る
支
援

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。（
詳
細
別
紙
）

国
の
方
針
を
先
取
り
議
論

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
発

熱
外
来
設
置
支
援
を
要
求

　

４
月
17
日
、
県
議
会
全
会
派
で

知
事
に
申
し
入
れ
た
際
、
私
は
、

「
地
域
の
医
療
機
関
に
よ
る
『
発

熱
外
来
』
へ
の
支
援
が
、
現
場
の

医
師
ら
を
守
る
た
め
に
も
必
要
」

と
指
摘
し
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て

委
員
会
で
主
張
し
続
け
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
、医
師
会
の
協
力
で
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
が
設
置
さ
れ
、

検
体
採
取
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
県
議
会
に
続
き
、
６
・
９
月
も
、
自
分
の
所
属
委
員
会
に
加
え
、
参
加
可
能
な
全

委
員
会
に
委
員
外
出
席
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
中
心
に
、
様
々
な
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、郡
内
の
飲
食
店
な
ど
を
訪
問
し
、支
援
制
度
の
ご
紹
介
を
し
ま
し
た
。

新型コロナ対策、徹底議論しました
県の取組を点検し 、提案し、改善へ

「
貸
さ
な
い
理
由
は
言
わ
な
い
」

問
題
あ
る
生
活
福
祉
資
金
運
用

扶川フェイス
ブックのアド
レスです。↓

↑扶川ホーム
ページのアド
レスです。

　

徳
島
県
の
「W

ITH

・
コ
ロ
ナ

新
生
活
様
式
導
入
応
援
助
成
金
」

制
度
は
、
空
気
清
浄
機
の
導
入
や

換
気
装
置
の
強
化
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
設
置
等
を
、
ゼ
ロ
負
担
で

実
施
で
き
る
制
度
で
す
。

　

私
は
、
郡
内
の
飲
食
店
等
に
制

度
利
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
申
請
後
決
定
通
知
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
声

を
受
け
て
、
迅
速
化
を
県
に
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
県
に
た
い
し
、

12
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
申

請
締
め
切
り
を
、
延
長
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通
学
時
の
感
染
予
防

対
策
強
化
を
議
論

　

通
学
時
に
Ｊ
Ｒ
が
「
密
」
状
態

に
な
る
問
題
で
は
、
Ｊ
Ｒ
車
両
の

増
結
を
求
め
、
県
と
し
て
支
援
す

る
よ
う
主
張
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

板
野―

鳴
門
間
も
走
る
よ
う
に

な
っ
た
通
学
用
の
臨
時
バ
ス
は
、

来
年
２
月
で
終
え
る
予
定
で
す
。

そ
の
後
の
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
、
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
感
染
予
防
「
新
生
活
様
式
」

助
成
金
手
続
き
迅
速
化
と

申
請
期
間
延
長
を
要
求

　

ＪＲ



①徳島市議会で議論もされていない県立ホー
　ル提案を即座に受け入れた対応は、前市長

　への対応と比較してバランスを欠くのでは。

②知事と内藤市長は、いつどこで何度会食し
　たか。そこでホールの方針は相談したか。

③「週刊文春」が取り上げた知事「誕生会」には、
　県職員が多く参加し、知事も挨拶に回ったのでは。

④「誕生会」の開催時期は、県内コロナ感染者大量
　発生の手前であった。判断に誤りはなかったか。

⑤県職員を毎年知事の「誕生会」に集めるのは公私
　混同と考えないか。

⑥大人数を集める知事の政治資金パーティーは、コ
　ロナ禍の下、今年も例年どおり開催するのか。

⑦ 2018年4月の「第14回神山町鬼籠野さくら祭り」
　において、知事後援会元事務所長が、現地で１万

　円を支払い、公選法違反の寄付行為で、「起訴猶

　予」となった。現地で後援会活動をしたなら、公

　用車と同行秘書の人件費の一部を返還しては。

⑧新型コロナ感染者が立ち寄った藍住のラーメン店
　名を公表した件で、知事は同意に関する報告をい

　つどこで誰から受けたのか。（詳細は別紙資料）
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川
岸
美
奈
子
氏
は
、
記
念
オ

ケ
事
業
で
得
た
１
億
３
千
万
円

の
所
得
を
申
告
せ
ず
、
３
千
万

円
の
脱
税
で
２
０
１
７
年
５
月

逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
有
罪
と
な

り
ま
し
た
。
問
題
発
覚
ま
で
、

川
岸
氏
に
は
、
12
年
度
は
、
知

事
が
任
命
し
た
政
策
参
与
と
し

て
直
接
県
が
、
そ
の
後
13
～
16

年
度
は
、
事
業
を
受
託
し
た
県

文
化
振
興
財
団
が
、
ハ
イ
ヤ
ー

を
あ
て
が
い
、
７
８
６
万
円
の

公
費
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
ハ
イ

ヤ
ー
代
金
支
払
は
、
過
去
に
例

が
な
く
、
そ
も
そ
も
タ
ク
シ
ー

　

と
く
し
ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
会
は
、
学
校
で
の
ミ
ニ

演
奏
会
を
除
き
、
54
回
開
催
さ

れ
、
知
事
は
内
52
回
に
参
加
。

こ
の
内
、
市
町
主
催
の
21
回
は
全

部
参
加
。
ど
こ
で
も
知
事
の
挨
あ
い
さ
つ拶

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
県
主
催
で
も
な
い
演

奏
会
に
、
知
事
が
、
た
だ
参
加

し
て
演
奏
を
楽
し
ん
だ
の
は
、

知
事
の
20
年
来
の
知
己
で
あ
る

音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表
川

岸
美
奈
子
氏
へ
の
支
援
と
知
事

自
身
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
趣
味
が
動

機
だ
と
指
摘
。
公
務
を
行
っ
て

い
な
い
の
だ
か
ら
、
演
奏
会
に

今年10月11日ＪＲＴフォーカス徳島の報道
　

徳
島
県
議
会
で
は
、「
緊
急

性
が
あ
る
場
合
」
等
、「
質
問

趣
意
書
」
を
議
会
運
営
委
員
会

に
は
か
っ
て
、認
め
ら
れ
れ
ば
、

執
行
部
に
送
付
す
る
と
い
う

「
申
し
合
わ
せ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
９
月
議
会
に
左
記
の

よ
う
な
質
問
趣
意
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
し
か
し
、「
議
員
の

質
問
権
を
保
障
す
る
べ
き
」
だ

と
、
私
の
文
書
質
問
の
執
行
部

送
付
に
賛
同
し
た
の
は
、【
共

産
党
山
田
豊
県
議
】
だ
け
で
、

結
局
知
事
に
回
答
を
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、反
対
意
見
の
主
旨
は
、

次
の
通
り
で
し
た
。

【
自
民
重
清
佳
之
県
議
】

質
問
の
概
要

「
市
長
交
代
で
手
の
ひ
ら
反
す
対
応
な
ぜ
？
」
県
立
ホ
ー
ル
問
題
等
で

文
書
質
問
を
提
出
す
る
も
、議
員
の
反
対
多
数
で
知
事
答
弁
得
ら
れ
ず
。

▼
一
般
質
問
や
委
員
会
で
扶
川

議
員
が
質
問
し
答
弁
ず
み
だ
。

▼
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
部
分
は
文

書
質
問
に
な
じ
ま
な
い
。

▼
緊
急
性
が
な
い
。

【
自
民
井
川
龍
二
県
議
】

▼
10
問
も
あ
り
、「
で
き
る
限

り
絞
る
」
と
の
申
し
合
わ
せ
に

反
す
る
。

【
新
風
と
く
し
ま
臼
木
春
夫
県
議
】

▼
自
民
党
の
意
見
と
同
じ
。

▼
緊
急
性
が
な
い
。

【
私
、
扶
川
】
は
、

▼
（
部
下
の
職
員
で
は
な
く
）

知
事
に
回
答
を
求
め
て
い
る
。

▼
（
質
問
内
容
も
）
重
複
し
て

い
な
い
。

▼
内
藤
徳
島
市
長
と
の
会
合
等

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
公

人
と
し
て
の
知
事
の
政
治
姿
勢

に
か
か
わ
る
こ
と
だ･･

等
と

反
論
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

【
自
民
岡
佑
樹
県
議
】
が
、

▼
理
事
者
（
県
職
員
）
の
答
弁

は
、
知
事
の
考
え
・
意
向
だ

▼
内
容
は
、
勝
手
な
思
い
込
み

で
あ
り
、
議
会
で
や
る
よ
う
な

質
問
で
は
な
い･･

等
と
反
対

し
ま
し
た
。

　

知
事
に
本
会
議
で
口
頭
質
問

で
き
る
機
会
は
、
各
議
員
年
１

回
。
そ
れ
を
補
う
文
書
質
問
を

封
じ
る
の
は
、
行
政
点
検
の
役

割
を
、
議
会
自
ら
投
げ
捨
て
る

も
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　　　が公用車を使って
市町主催の記念オケ演奏会を全部鑑賞
公費支出の違法性を高松高裁が認定
県は最高裁へ上告していますが ･･

　　　の知人である川岸美奈子氏に
記念オケ事業でハイヤー代７８６万円を支出
県の上告を最高裁が棄却し
徳島地裁で本格審理が始まります ･･

私が、飯泉県知事を相手取る訴訟。「県政私物化」の一端 を明らかにする裁判です。

行
く
の
に
使
っ
た
知
事
専
用
車

の
費
用
や
運
転
手
と
同
行
秘
書

の
人
件
費
の
支
出
は
、
違
法
だ

と
訴
訟
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

一
審
の
徳
島
地
裁
は
、
私
の

訴
え
を
却
下
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
控
訴
審
の
高
松
高
裁
は
、

今
年
６
月
４
日
、
私
の
主
張
を

認
め
て
、
知
事
の
鑑
賞
行
為
に

公
務
性
は
な
い
と
認
定
し
、
監

査
請
求
期
間
を
徒
過
し
て
い
な

い
最
後
の
１
件
の
費
用
支
出
を

違
法
だ
と
判
決
。
県
は
こ
れ
を

不
服
と
し
て
上
告
し
、
現
在
最

高
裁
で
審
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
県
主
催
の
行
事

で
主
催
者
挨あ
い
さ
つ拶
が
必
要
な
場
合

で
も
、
知
事
が
忙
し
け
れ
ば
、

副
知
事
や
部
長
に
代
理
出
席
さ

せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
記
念
オ

ケ
に
関
し
て
は
、
県
内
は
お
ろ

か
東
京
で
も
、
知
事
が
ほ
ぼ
全

て
に
直
接
参
加
し
、
そ
こ
に
は

川
岸
氏
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
11
億
円
超
の
記
念

オ
ケ
事
業
で
、
巨
額
の
利
益
を

得
た
川
岸
氏
は
、
法
人
税
脱
税

で
有
罪
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

県
文
化
行
政
史
上
の
汚
点
は
、

知
事
に
よ
る「
県
政
の
私
物
化
」

と
も
い
え
る
知
事
の
知
人
や
知

事
が
好
む
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽

事
業
に
対
す
る
極
端
な
優
遇
・

偏
重
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
。

や
レ
ン
タ
カ
ー
等
で
足
り
る
も

の
だ
と
指
摘
。
知
事
の
親
し
い

知
人
で
あ
る
川
岸
氏
に
、
知
事

に
忖
度
し
た
異
常
な
優
遇
が
、

県
職
員
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

違
法
な
公
費
支
出
だ
と
し
て
、

訴
訟
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
３
月
、
徳
島

地
裁
は
、
監
査
請
求
期
間
の
徒

過
や
直
接
の
支
払
者
が
財
団
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
公
費
支

出
の
是
非
を
判
断
し
な
い
ま
ま

私
の
請
求
を
却
下
。
一
方
、
控

訴
審
の
高
松
高
裁
は
、
昨
年
９

月
13
日
、
地
裁
の
判
断
は
誤
り

だ
と
し
て
、
一
審
で
の
差
し
戻

審
理
を
命
じ
ま
し
た
。

　

県
は
上
告
し
ま
し
た
が
、
今

年
10
月
８
日
最
高
裁
が
こ
れ
を

棄
却
し
、よ
う
や
く
こ
れ
か
ら
、

ハ
イ
ヤ
ー
代
支
払
い
の
是
非
を

問
う
裁
判
が
、
徳
島
地
裁
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

知事 知事

Justice


